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「語りつぐ天竜川」の発刊にあたって 

 
 日本列島の中央部、諏訪湖から伊那谷を流れくだり、遠州灘で太

平洋に注ぐ天竜川。天竜川流域は、美しく豊かな自然環境に恵まれ、

古来より数々の天竜川がもたらす恩恵に浴してきました。一方、い

ったん豪雨が続けば、日々の穏やかな表情を一変し、「暴れ天竜」

の異名を持つほどの荒れようを見せて、崖を崩し、堤防を破り、人々

の暮らしを脅かしてきました。 
 天竜川上流河川事務所では、流域の人々が安心して暮らせるよう、

また天竜川が住民の心のふるさととして親しまれるように、半世紀

以上にわたり、地域の皆さんの多大なご協力のもと、河川事業や砂

防事業などを行い、安全・安心な川づくりを進めています。また、

今年度は河川整備計画の策定に向け、「治水」「流水管理・水利用」

「環境」「総合土砂管理」「維持管理」の 5 つの視点から天竜川の

30 年後の姿を皆さんとともに考えております。治水事業の実施に

あたっては、流域内の自然や文化、歴史を十分に理解し、地域の皆

さんとの意見交換を継続的に行い、事業に反映していくことが大切

だと考えています。 
 「語りつぐ天竜川」シリーズは、天竜川に関する地域の知見や経

験を収集し、広く地域共有の知識とすることにより、地域の皆さん

に天竜川に対する認識を深めていただき、よりよい天竜川を築いて

いくことに役立てるために、昭和 61 年度より発刊してきました。 

 
 
そのシリーズも今回で 61 巻目となり、これもひとえに天竜川を愛

し大切にしてくださる地域の皆さん、そしてその気持ちに応え、後

世に天竜川の記録を残そうと、お忙しい中ご協力いただいた執筆者

の方々のご尽力の賜物と深く感謝を申し上げます。 
 近年、各所で自然災害の被害が報告されており、天竜川流域にお

いても平成18年 7月には12名の死者を出す未曾有の災害が発生し

ており、次なる豪雨に備えたさらなる整備と、後世にこれらの災害

を伝承していくための取り組みが求められています。天竜川上流河

川事務所では、「安全・安心」「環境」「交流」という 3 つのテーマ

をもとに、これからも川づくり、地域づくりに努めて参ります。今

後も皆さんのさらなるご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 
 
 なお、ご執筆頂いた方々には、自由な立場からお考えを披瀝して

頂いていますので、国土交通省の見解とは異なる場合がありますこ

とを付言させていただきます。 
 

国土交通省中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 
所長 伊藤 仁志 
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